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高冷地畑作経営におけるト　ラク　ター共同利用

方式に関する研究（第2報）

千葉日出男・高橋昌子

（東北農試）

1．　研　究　目　的

機械による作業体系を組立てるには，作業能率に関与

する機械の性能，土山・施設の態様及び作業方法等の性

格が明確に在らないと困鎧である．本報告は機械的手段

の規制要因について究明し，機械化作業体系確立の資に

供する．

2．　夷　験　方　法

本研究は開拓地に実験用点機具を持ちこんで，農家群

を対象とした実験方法をとっている．

1．対顔農家群の概況

n）場　所　　岩手県岩手郡雫石町大字長山

砂　農家群　　盈花開拓大型トラクター利用グループ

紗　経営概況
転 芸 モ

農従者
乳　 牛

成　 育

l
潟 l繁諾 肥育 馬

耕 地

面 穣

主　 要　 作　 物　 作　 付　 面　 積

牧　 草 玉萄黍 燕　 麦 ライ麦 馬鈴薯 カ　ブ その他

共同経営
男　 5

16　　 11

再 7 49
2
a a a a a a a a

女　 4 1，し腿 ：8 1 3，脚 g75 弧） g氾 510 115

115

2賂 ⑳

個別経営
男 1
女 1 4 4 ！　 － m 2姐 2讃） 1伽 65 100 40

計 11 劫　　 15
1握堅⊥ j 49 2 些些 ！ェ型 7謀） 9訓 訂5 鮎 1（p

乙　供試農機具

（U．原動機　　77－－ガソ／M F－35トラクター

②　附属機具

第1表　年次別一重当り圃場面頑

5．　臭　験　結　果

農家が大型農機具に対応する動態を，作業基盤の整備

状況を指標にして検討してみると次のようになる

＼ 項 目

圃場区画

　＼

∫　85 言　訳 5　三汀

共　 同 個　 別 共　 同 個　 別
共　　　 同 個　　　 別

継 承地 増殖地 継承地 増殖地

農家別圃場区画数 ．5 1 15 ：諷 15 a 2 2 8 4

一 区 平 均 両 税 86 三汀 別 29 91 41 48 83

区 画数　　 5 0 a ＞ ▲蛇 即 鴇．1 63．6 別．0 ∈泊．0

51 ～ 1（カ 16 オ） 14 ．3 ＝2 ．7 37．5 0．0

割　 合　　 100 ＜ 42 0 47．6 13．7 12．5 潔）．0

耕地の整備状況は第1表の過少で，継承地においては

区画は拡大され障害物も取除かれた．畜舎も新，改築さ

れ，トラクターの運転も，専従体制が整い，それに伴っ

て対象全農家の共同作業が行われる様になった．この様

な結果から第2表にみられる棟に，機種別作業能率は逐

次向上して来ている．

しかし共同化に伴った作業方法には，未確定要素が多

いために，非能率的を関係が散見盲れた．以下それ等の

主賓な事象について，技術的に検討を加えでみる．
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第2表　作業機別作業能率

　 項　 目

農 機 具

ぶ　 3 6 ぶ　 3 7

1 0 a 当 少 1 時 間 当 り 1 0 a 当 り 1 時 間 当 り

時　　 間　 燃　　 料 工　　 程　 燃 料　 費 時　　 間　 燃 料　 真 工　　 程　 燃 料　 整

（分 ）　　 （立 ） （7 －ル ）　　 （立 】 （分 ）　 （立 ） （7 －ル ）　 （立 ）

デ　 ス　 ク　 プ　 ラ　 ク

3 3 ．8　　　 1．9 ； 17 ．7　　　　 2 ．6 3

3 5 ．8　　　 1 ．5 1 16 ．7　　　　 2 ．5 2

ポ　 ッ ト　 ム　 プ　 ラ　 ク 節 ．9　　　　 1 ．三隅 15 ．8　　　 2 ．1畠

ロ　 ー タ　 ー・ ベ ー タ　 ー 4 1 ．6　　　 1 ．8 5 1 4 ．4　　　　 2 ．6 7 4 0 ．7　　　 1 ．9り 14 ．7　　　　 2 ．7 9

デ　 ス　 ク　 ハ　 ロ　 ー 13 ．2　　　　 0 ．野 4 6 ．5　　　　 2 ．6 7 9 ．1　　　 0 ．4 2 6 5 ．9　　　　 2 ．7 6

ご／ ・一・　 ス　　 ′ヽ　　 ロ　　 － 7 ．0　　　　 0 ．2 4 ざ7．9　　　　 2 ．25 5 ．0　　　 （上知 1乱 0 ＊　　 2 ・4 ＊

マ ニ ユ 7 ス プ レ ー ダ ー 茄 ．9　　　　 0 ．8 l 盟 ．6　　　 1．4 5 訂 ．3＊　　 0 ．亜 ＊ 2 1 ．9　　　　 （J．9 8

シ　 ー　 ド　 ド　 リ　 ル 1 4 ．5　 0 ．飢

3 3 ．1 0 ．6 3

一姐 ．8 1．：汀

18 ．2 1．1 5

1 1 ．9　　　　 0 ．ご7 d J．4　　　　 1 ．：謁

コ ー ン ブ ラ ン■ク ー

ポ テ ト ブ ラ ン■ク ー

2 ≧．1　　　 0 ．4 0 】打 ．1 1．0と一

鴎 ．9 1 ．ぎ7ラ　 イ　 ム　 ソ　 7　 － 5 ．6　　　　 0 ．2 1 17 ．0　　　　 2 ．：氾 8 ．7　　　　 0 ．2 ）

ロ　　　　 ーー　　　　 フ　　　　 － 5 ．2　　　　 0 ．1 5 1 19 ．9　　　 1 ．6 7 5 ．3　　　 0 ．17 1 15 ．2　　　 1 ．9 2

柴　　 ハ　　 ロ　　 ー 4 ．8　　　　 0 ．15 13 3 ．4　　　 1 ．8 2 3 ．2　　　　 0 ．他 1至汀．5　　　　 1 ．乱l

カ　 ル　 チ　 ベ　 一・ ク ・－ 10 ．7　　　　 0 ．2 4 5 7 ．4　　　 1 ．3 2 12 ．1　　　 0 ．19 亜I．5　　　　 0 ．94

リ　　 ツ　　 ヂ　 ヤ　　 ー 12 ．8　　　　 0 ．4 3 4 7 ．1　　　 2 ．0 5 9 ．3　　　 （ノ．2 5 朗 ．5　　　 1 ．6 1

ス　 プ　 レ　 ー　 ヤ　 ー は ．1　　　 0 ．茄 （遣．4　　　 1 ．亜 6 ・7 ＊　 0 ・公 ＊ 軋 5 ＊　　 2 ・0 5 ＊

尿　　 散　　 布　　 機 2 3．4　　　　 0 ．5 8 望）．6　　　 1 ．6 5 鉱 ．8　　　　 0 ．6 3 16 ．3　　　　 1．0 2

モ　　　　　　 ア 16 ．5 0 ．4 4

5 5 ．9 1 ．（裕

3 6 ．7 1 ．6 2

1 1 ．2 1．16

1 7 ．8　　　　 0 ．4 6 別 ．6　　　　 1．圧I

リ　　　 ー　　 バ　　 ー Z ）．4　　　　 0 ．4 5 三か ．4　　　 1，こ妃

カ　　　 ッ　　　 タ　　　 ー
＊　　　　　　 ＊ ＊　　　　　　　 ＊

ト　　 レ　　 ー　　 ラ　　 ー 7 3 ．4　　　　 0 ．9 0 8 ．1　　　　 0 ．7 2

ポ　 テ ト　 ス　 ピ ン ナ　 一一 4 2 ．6　　　 1 ．三汀 14 ．0　　　　 1．9 1

L　機械作業における組作美

第3表　作業機別作業従事者数

ポ ッ ト ム ロ　ー タ　ー デ　 ス　 ク ツ　 ー．▲　ス マ ニ ユ 7 ス シ　 ー　 ド コ 一一二／ プ ラ　 イ　 ム

プ　 ラ ．ウ ベ ー タ ー ハ　　 ロ　　 ・－－ ノヽ　　P　 ・－ プ レ ー ダ ・一 ド リ　 ノレ ラ　ニ／ ク ー ソ　 7　 －

1 ．6 人 3 ．5 人 1 ．0 人 1 ．0 人 2 ．8 人 2 ．0 人 2 ．0 人 1．4 人

カ ノレ チ

ベー ター
リツヂヤー

ス プ レ

ー ヤ ー
尿 散布機 モ　　 ア　　 ー リー▼バー1

ヵ 言 ＝「

1 ．0 人 1 ．3 人 2 ．1 人 1 ．3 人 1 ．2 人

農機具別の平均作業従事者数をみると第8表の通力で，

使用機種中70努のものは補助労働を要した．

第4表　トレーラーによる連投作業能率

　　＼　　 項 目
組 作業人月

1　 台　 当 収穫地と収納

作物 ，圃場　＼ 所 要 時 間 場所との距離

牧 共　 同　 麒 8 4 人 と汀分 18）椚

干

草

〝　　　 12 9 79 部

〝　　　 a 9 64 釘5
個　 別 （借） 6 75 診l
実 共　 同　 彪3 5 68 劫8
取 J　　　 4 3 訂 2 2
玉 〝　　　　 4 6 一蛤 22 2
附 〝　　 10 4 46 茂2
黍 個　 別　 （借） 4 ！箔 謀汀
飼カ 共　 同 （番外） 4 84 1鉱
科ブ ′　 （〃） 6 一蛤 185

2　～　8　人

ニユ7ホーク

l　　　　人
畜カレーキ
160　a

3．8時

4　　　　　台

4　～　3　人

ニユアホーク

7　　　　台

第1区l　ライ麦のサイレージ作美

組作業は第4表でみられるように，作業都度異る．即

ち作業機毎の組作業が未確立であることゝ，作業の効率

を意識しないで作業が行をわれるために，必要以上に作

業機についている場合又はその逆の場合等が多くみられ

る．

次に作業系列と組作業関係について検討してみる．

下図から各作業時間の流れに，：運搬及び切込み作業に

狭窄部がある．これは作業機系列の作業能力が，期間内

の作業量よ少低かった事に大きい原因があるが，変に人

員配置の不適正から作業能率を一段低下させたこと，又

作業能率を考慮しないで作業を一一方から押し進めたため

に材料が乾険し過ぎて，結局サイレ一・・ジを腐らせてしま

い効率低下となった．

1　　　人

ロ　　ーー　7■

台 人

人
ト　レー・ラ　ーー

7　　　　台
73　　　時
間

荷 10　　時

4　　　　人

183　　時
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え　トラクタ・＝作業における作業中断

トラククー作業（行程でなしに全作業）が連続的な場

合には，一日当りの作業能率が高ま少，ひいては作業許

第5表　一日当少時細別原因別トテククー作業中断

容範囲も拡大出来る．しかしそれに適合した規模もなく，

又1日の作業要求数も多いために，作業中断は避けられ

左レ．作美中断を量的にみると第5表の過少である．

娼 日　　　　　 月 別 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12

中　　　 断　　　 数 5 ．1 4 ．7 5．5 5 ．4 5 ．8 5 ．7 5 ．0 2 ．8 2 ．4

中 農 家 間 の 往 来 1．7 2 ．7 3 ．0 3 ．5 2 ．9 3 ．0 3 ．9 2 ．0 1．5

断 部 門 間 の 往 来 1．8 1 ．5 2 ．4 2 ．4 2 ．6 2 ．7 2 ．9 2 ．2 1 ．5

原 i 作 業 種 の 変 化 ： 1 ．3 2 ．9 2 ．1 2 ．7 2 ．8 3 ．0 1 ．2 1 ．3 1．6

因 圃 場 の 分 散 7 ．0 3 ．3 4 ．6 4 ．1 4 ．3 4 ．4 1 3 ．5 1．6 1．4

トラクターが共同利用されている場合の作業中断の絶

対的要因には，①農家間　②部門間　③作業種間　④圃

場間等がある．この様に作業中断が行なわれる事がトラ

クター作業とどの様な関係にあるかを稼働状況でみると

第6表の過少である．　第6表トラクター稼働状況

款
拘　 束 実　 働 準　 備 移　 動 後任宋 遊　 休

時　 間 時　 間 時　 間 時　 間 時　 間 時　 間

総 稼 働 時 間
　 時

2月訂．9 1，（p 2 ．8 2 軋 9 3 8．3 騒．9 m ．5

1 日当 り時 間
時

9．7 6．4 0 ．9 0 ．9 0 ．2 1．4

稼 働 時 間 割 合
　 帝

lW ．0 65．4 8 ．9 9 ．2 2 ．2 14 ．3

トラクター拘束時間中，実働時間の占める割合は，

65．4車であり，残少姐．6多は準備，後仕末，遊休時間で

ある．即ち作美中断が直接的には附随作業時間を多くし，

間接的には遊休時間を高める傾向にあった．

a　労働交換の不合理性

第7表　農家別共同作業出役状況’

＼＼、、項目

農か ＼

出　 役 出　役 出　役 1 日当 少 平均出役人員　　　X l叩

時　 間 人　数 日　数 受入時間 虔 従 者数

共　 同
時 人 日 時 痴

1，051．8 祇 1：B 5．6 三汀．2

個　 別 1ノ扮9．7 郵 166 8．1 79．6

第9表　個人別稼働状況

共同作業での労働交換は量的関係のみで行なわれ，質

的関係は全く加味されていない．量的関係では出役人貞

（主に個別経営農家において）及び出役日数（主に共同

経営農家において）が問題になった．即ち前者は共同作

業時間以外で，蕃畜その他の作業を行なわなければなら

ない為に，過労状態を呈した∴　又後者は共同作業全体の

作業方法，連続的を就労の機会等についての計画がせか

された形とな少，個別農家俊先的な作業進行をしなけれ

ばならず，又受入労働も必要以上に受入れている面があっ

た．

第8表　運搬作業の農家別能率

項 目 実　 働 準　 備 移　 動 後 仕 末 組 作業

作物 農 時　 間 時　 間 時　 間 時　 間 人　 員

革 もろ 黍
共　 同

分 分 分 分

1．1

人

4 5．8 3 ．0 ・ 2．8 5．3

個　 別 90 ．8 7．3 4．8 6．0

飼 料 カ ブ
共　 同 唆 ．7 2 ．8 0．4 4．3

個　 別 4 7．8 3 ．7 1．4
－

4．7

牧 干　 草
共　 同 52．7 0 ．9 3 ．5 －－ 5．7

個　 別 66．7 5 ．0 1．2 －
7．5

共同作業における作業能率を農家間で比較してみると

第8表の通力で，個人樫膏の方が低い，即ち作業の容器

的要素（土地，建物・施設等）が恵いために，作業者を
増しても絶体的な能率の向上にはなっていない．そうし

た臨係にあっても受入れ人数を制限することは出来ない

関係にあった．

1　作業分担の不分立

　　　 項 目

部 門 別 作業 別、、、、＿

で　　 く養畜 ，牛 ） Y （巷苗，中′」、家畜） K ． （耕種 ，渉外 ） 0 （会計 トラクター）Ⅹ2 （トラクター ）

時　 間 l割　 合 時　 間 割　 合 時　 間 割　 合 時　 間 割　 合 時　 間 割　 合

耕　 トラ ク ター 退 転

時 痴 時 痴 時 疹 時 ヰ 時 宙

113 ．7 8．0 11．6 1．1 a ）3．5 18．3 871．8 壬か．7

普　 通　 作　 業 49 1．8 20 ．2 402．4 歩 ．5 都恐．3 鉱．6 1．（朋 ．6 60．8 51．5 5 ．7

種　　　　　 計 49 1．8 加．2 5 16 ．1 謀；．5 制 ．9 ぎ7．8 1，310．1 79．2 讃3 ．3 9 5．4

着　 乳　　　　　　 牛 1，9三汀．8 79 ．7 ＝妬．0 2．5 117 ．0 11．5 薮 ；．9 15．7 謀）．9 3．4

豚　　　　　 怨 1．0 0 ．0 淡 2．3 杖）．9 516 ．8 部 ．7 85．3 5．2 10．5 1．2

畜　　　　 言十 1，9お．8 79 ．7 898．3 68．5 6給 ．8 62 ．2 8 44 ．2 j狐．8 41．4 4．6

合　　　　　 計 2 ．亜0．6 1（札 0 1，4 14 ．4 1脚 ．0 1，018．7 1（刀．0 1，（洛4．3 1（軋 0 餅I4．7 1（札 0

作業種中，トラクター運転以外の作業では分担者以外　　転は，主にⅩ2，0，Yによって行なわれた‾1．三氏の作業

の人が従事する場合は補助作業である．トラクターの遥　　能率は次表の通りである．

第10表　作業者別トラククー作業能率（10a当力　一分）
≧・砦 ■・；・・・

デスクプ ラク ポ ッ トムプ ラウ ロー ターーベー ター デスクー、ロー ツーー＿スノヽ ロ　【 カルチベ ークー リツヂヤ ー モ 7 －

K ～ 3 5 ．0 35 ．4 ▲鼠 1 8 ．6 5 ．1 11 ．6 8 ．4 14 ．8

0 お ．7 ー 三B ．1 11．3 4 ．2
－

13 ．9 20 ．2

Y ー …5 ．7 10 ．9 － －
32 ．7
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分担者以外の人が運転しなければならない事態は少か

った．しかしそれが行なわれたことは取決めを無血した

権力的なもので強行されている場合が多く，その結果は

5　トラクター作業と作物構成

第11表　農家別作物作付面積

平均作業能率の低下とな少，史に感情的な樋れの原因と

なった．

　　 鹿 家 別

作 物 別

共　 同　 経　 営 個　 別　 経　 営 計

面　　　 積 同　 割　 合 面　　　 積 同　 割　 合 面　　　　 右i 同　 割　 合

飼

料

作

物

旧　 梅　 牧　 草 875 a 訂 ．5 痴 ；封） a 故 ．2 痴 1 ．1馳 a 28 ．5 帝

燕 麦 混 拓 牧 草 72 ） 王2 ．6 こカ 3 ．5 7訓 18 ．5

青　 刈 ラ　 イ　 麦 l知 4 ．7

1 ．6

10 1．1 1甜 3 ．9

青 刈 玉 も ろ 黍
－ 2 1 と．4 21 6 ．5

サ イ レ 一一ジ 燕 麦 試） 70

恕

15

l 〇・0　4 ．5 1却 3 ．0

〝　 ラ イ 麦

〝 玉 も ろ 黍

183

即

5 ．7

1 ．9

18 3

：沿

4 ．5

1．0

燕　　　　　 麦

1 ．7

60 1．5

玉　 も　 ろ　 黍 脚 15 ．7 5（氾 12 ．8

南　　　　　　 瓜 35 1 ．1 獣） 1．2

野　　　　　 菜 85 1 ．1 15 1．7 封） 1．2

飼　 料　 カ　 ブ 2防 8 ．9 100 1 1．5 三も5 9 ．5

′1、　　　　　 言† 2 ，度〉8 咲）．8 抑 66 ．6 3 ，473 8 5 ．6

商
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用が積極的に行なわれるが，昇っているものでは消極的

であった・この様な関係が適期作美遂行を困難にする原

因となった．

作 物 別 l 牧 生 革
牧　 干　 草

育 刈 燕 麦 実、 取　 玉 玉　 も ろ　 黍
馬　 鈴　 薯 小　　　　 豆り 混 播 牧 草 も　 ろ　 黍 サ イ　レ 一一ジ

共

同

労　　　 力 圧し6 2 ．2 8 1 ．6 45 ．4 三臥 1 36 ．4

畜　　　 力 三方．6 4 4 ．5 15 ．7 18 ．3 19 ．0 18 ．2
機　 械　 力 42 ．8 38 ．3 52 ．7 三好．3 42 ．9 葛 ．4
計 100 ．0 100 ．0 100 ．0 1（札 0 100 ．0 100 ．0

個

別

労　　　 力 2 7．8 お ．3 怨 ．6 47 ．8 33 ．3 5 6 ．3
畜　　　 力 鉱 ．3 4 1 ．7 21 ．4 8 ．7 11 ．1 12 ．5
機　 械　 力 36 ．4 ＝5 ．0 餌 ．0 、43 ．5 55 ．6 3 1 ．2

計 100 ．0 l00 ．0 100 ．0 100 ．0 1脚 ．0 100 ．0

ll

憬 卓
『 笹 読 唇 彗 艶　 亀‾E

中lql
別宅■1 1聖G　　 叩研　 伍埠 ．　 甲．b
叫訝 ・ 盟 警 吏 ＿

卓 拶 ㍗ ●神化 ヅ ？ 頭

㊥　　7■ ，カ鞄 ′　 曳＝』 」

量り

化，， 慶．鴫　 ′謬 一嘘那　　 旦 ＿且 ＿

桝　 ゴ＝生 ． 日登粟 立 ：L

〆，・鹿野‡ 電化■茂 笹 l 叫

●什 I u 準首J▼ 牲　 噴 璧坤 寸

サバ　ナ ’J L　闇 j旦壇　 だう1三豊甥一札還蛋・ 鱒

第2図作業実施状況

4．　考　　　　察

トラクター作業効率を規制する要因教程について検討
を試みた．

大型機械利用に当って，容器的手段の整備の進展に伴

い，機械的手段了特に作美方法及び労働対象，特に作物
種類等が規制要因として大きく作用するようになった∴

前者は作業分担，組作業，生産物利用等の各方式及び
作業機の適用方法等の配慮が不充分な結果と考えられる．

従って作業計画立案に当ってはこの様を関係を考慮する

必要がある．後者は酪農規模の拡大（最終目標）に一期
に進み得ないための過渡的な畑利用の姿であり，耕地規

模（大型機械の性能に規制された）に適合した酪農方式
が確立されるまでの過渡的な段階として避けられない問

題である．従ってこの期間においては，大型坂城体系の

補助として，畜力の様な小規模の動力源での部分作業が，

作業効率を高める上から必要と考えられる．


